
 
l DESH（Disproportionately enlarged subarachnoid space hydrocephalus）とは？ 

 
 
高位円蓋部および正中部の脳溝の狭小化 

 
 

シルビウス裂の開大 
 
 

l 術前後での髄液スペースの変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LPシャント前のMRI（左）と、術後の CT（右）をほぼ同じ断面で比べています。 
	 MRI では脳室拡大（黄枠）およびシルビウス裂の著明な開大（ピンク枠）が見られ、他
院で脳が萎縮していると言われていた患者様です。術後の CTを見ていただければ判るよ
うに、脳室拡大、シルビウス裂の開大ともに著明に改善され、同じ方の画像とは思えな

いほどです。これは髄液による脳の圧排がシャントにより解除され、脳実質が膨らんだ

ことを示しています。この患者様は、術前に見られていた症状も改善し、趣味のテニス

を楽しめるようになられました。 
l 当院が提唱した可変式流量調節バルブ設定のための早見表（QRT） 
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